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其
の
遁
ぷ
ゐ
幅
m.
縄
市
米
叫
制
究
低
表
を
ら
払
た
公
同
色
川
町
の
唱
試
乃
至
は
材
此
m
h
z
聾
へ
た
る
師
究
じ
渇
す
る
こ
さ
も
ゐ
0
・

杭
料
。
京
都
市
岡
崎
場
よ
り
採
取
せ
る
副
事
丸
ハ
刈

I
八
議
d

そ
用
ふ
。
郎
ち
副
島
申
精
液
・
い
っ
き
師
究
せ
り
。

研
究
方
法
。
方
法
の
一
般
さ
'
』
て
.
精
議

ω生
活
出
向
組
閣
制
及
運
動
蹴
態
な
検
す
。
そ
れ
じ
は
副
畢
鯖
減
の
懸
滴
標
本
令
作
h
v錦
織
し
.
運

動
は
劇
烈
、
清
澄
.
撤
鍋
.
最
徹
場
及
停
止
り
五
楢
悌
に
分
ち
て
観
a却
し
記
入
せ
り
。
卸
ち
一
視
野
中
.
骨
内
U
N
如
何
な
る
運
動
蹴
態
に
あ
る

か
を
注
視
せ
り
。

0
・
七
%
食
塩
水
を
以
て
制
畢
精
液
セ
作

0
.
常
に
之
れ
を
封
照
ざ
し

τ碗
究
せ
h
v
o

一

‘

精

晶

の

生

活

持

組

問

賞
融
結
果
。

最
初

0
・
七
%
食
壇
水
じ
て
稀
栂
せ
る
精
晶
の
生
活
持
舗
周
期
を
検
せ
し
に
.
ニ

O
l三
六
時
間
に
し
て
、
副
畢
丸
を
冬
期
室
温
広
一
葦
配
偶
貯

蔵
し
た
る
も
の
及
び
蝿
氏
一
二

i
凶
度
の
氷
室
心
三
竃
薦
問
冷
蔵
し
た
る
・
も
の
は
、
慢
に
新
鮮
材
料
ざ
し

τ使
用
し
得
る
ニ
さ
を
臨
め
た
り
。
倫

面
白
き
事
貨
は
.
氷
室
に
ほ
m
殺
後
六
竃
夜
紳
識
し
た
る
も
の
じ
あ
ι
り
て
も
.
向
凶
!
八
時
間
の
生
活
持
組
制
を
有
す
る
こ
さ
な
り
。

二

、

紫

外

党

椋

の

彰

響

紫
外
地
錦
が
精
晶
の
生
活
持
離
閉
じ
如
何
斤
ゆ
る
影
曹
を
有
す
る
か
そ
府
兜
せ
。
。
そ
れ
に
は
理
問
製
水
銀
石
英
燈
及
鳥
浄
削
減
ア
ダ
メ
家
庭

用
人
工
太
陽
燈
を
用
ひ
た
り
。
紫
外
吃
締
役
透
過
す
る
試
験
管
ざ
し

τ石
英
製
の
も
の
ぞ
用
ひ
、
ニ
O
j三
五
糎
の
距
障
に
て
照
射
し
、

時
間
協
に
照
射
波
の
二
摘
を
取
り
懸
滴
嶋
本
を
作
。
、
其
の
脱
雄
を
植
田
せ
り
。
同
時
に
照
射
せ
ず
る
針
鳳

ω標
本
色
作
れ
り
。
叉
同
捜
の
も

の
に
つ
き
、
照
射
後
懸
滴
の
憧
鑓
時
間
生
存
す
る
か
を
注
意
せ
り
@
か
〈
し

τ得
た
る
結
巣
を
嶋
合
す
る
に

円
ご
紫
外
光
線
じ
ニ

l
四
時
閉
ざ
い
ふ
陀
較
的
長
時
間
照
射
す
る
も
、
精
晶
的
生
活
持
鰻
胡
を
一
短
縮
す
る
こ
さ
な
き
も
.
照
射
後
-
!
こ

時
間
経
過
す

牛
の
精

aに
拭
い
て
の
生
理
畢
偽
研
究

一一一一一一一



牛
の
由
開
血
圃
に
就
い
て
の
生
理
穆
的
範
明
究

(
ニ
ゾ
精
晶
は
八

l
一
0
時
聞
の
照
射
に
よ
り

τ.
殆
ん
ぎ
全
部
運
動
を
停
止
す
。

一
三
四

(
三
)
紫
外
光
線
は
用
品
じ
念
建
に
活
動
性
h
T
賦
奥
す
。

(
凶
)
紫
外
光
線

ω此
等
の
性
質
を
利
用
し
.
人
工
授
精
術
を
行
ふ
に
賞
0
.
一
l
二
時
間
滞
栂
精
液
を
照
射
す
る
は
意
義
あ
る
こ
さ
h
信

歩
。
向
之
に
闘
し
て
は
終
来
精
細
な
る
置
撤
的
研
究
そ
な
す
穆
定
な
り
。

三

、

稀

樺

度

の

影

響

従
来
此
の
問
題
に
闘
し
て
は
、
多
般
の
蹄
究
者
は
彰
響
令
部
む
る
も
‘
少
数
の
師
究
者
は
否
定
し
成
は
無
視
せ
り
。
然
る
に
余
の

0
・
七

M
m
食
壇
水
の
稀
揮
に
於
て
は
‘
材
料
卸
ち
副
畢
丸
重
量

ω三
!
五
倍
に
稀
稗
し
六
ゐ
も
の
最
も
長
き
生
活
持
鱒
朗
を
有
し
た
り
。
卸
も
大
に

其
の
括
審
を
紹
む
る
な
り
。
然
ら
ば
何
故
じ
一
ニ

l
五
億
宜
し
き
ゃ
の
説
刷
に
就
い
て
は
、
健
来
之
島
官
認
む
る
師
究
者
じ
於
て
奥
へ
唱
え
軍
に

事
賓
を
報
告
す
る
に
過
ぎ
ぎ
り
き
。
遊
・
」
於
て
余
は
其
の
原
因
探
究
じ
賞
。
.
第
-
一
法
建
屋
の
切
何
を
確
め
、
第
二
粘
調
度
の
測
定
を
行
へ

り。
法
蓮
M
置は、

J

へ
ヅ
グ

?ν
氏
捜
置
を
用
ひ
て
氷
動
降
下
度
ぞ
測
定
せ
り
。
然
る
じ
其
結
果
得
た
る
ム
は
‘

一
倍
三
倍
五
倍
等
相
蛍
の
相
違

あ

0
.
L
P
も
精
晶
食
生
中
条
聾
を
供
給
す
る
血
液
ハ
血
清
)
の
ム
C
活
協
の
五
・
二
五
%
葡
萄
情
及
9
ン
ダ

l
氏
波
は
、
賞
際
精
晶
の
稀

穂
波
ざ
し
て
.
良
好
な
る
事
貨
を
考
へ
、
他
方
一
倍
液
が
三
傍
及
五
倍
よ
り
h
遁
か
に
血
滑
に
活
き
宇
佐
有
す
る
結
果
ぞ
照
合
し

τ、

憧
箸
命
感
4
y
る
も
の
じ
し

τ、
ム
を
臼

τは
説
明
す
る
こ
さ
周
障
な
り
。

粘
調
度
は
オ
ス
ト
ヲ

F
F
の
粘
欄
計
を
以
て
等
温
等
毘
の
傑
件
に
於

τ測
定
せ
り
。
之
に
よ
る
時
は
三

l
五
倍
に
相
賞
す
る
粘
調
度
係
数

44----』
門
仏
リ
区
邑
-
・
4

品目

γ
同

'
L
v
f
L
・

プ
乏
の
帖
闘
度
が
必
要
な
る
事
を
以
て
説
明
の
有
力
な
る
手
掛
守
回
せ
る
も
の
な
り
。

の



四

.

温

度

の

影

響

牛
精
轟
の
運
動
令
停
止
す
る
最
高
温
度
は
橋
氏
瓦
二
度
に
し
て
.
最
低
温
度
は
零
下
二
度
な
り
の
而
し
て
魔
格
瓶
を
用
ひ

τ貯
蔵
最
遁
温

度
卸
ち
生
活
持
績
朗
h
z
延
長
せ
し
む
る
錫
の
貯
蔵
温
度
を
披
す
る
に
.
一
二
度
前
後
に
し
て
.
精
亀
か
活
溜
・
」
運
動
そ
開
始
す
る
温
度
郎
ち

活
動
性
温
度
は
余

ω眠
祭
じ
よ
れ
ば
一
五

l
一
八
度
な
り
。

五

、

反

感

の

影

響

苛
性
曹
建
‘
重
曹
.
塩
酸
及
乳
酸
h
z
問
。
て
賓
験
し
た
る
結
果
に
よ
れ
ば
、
苛
位
曹
掻
.
重
曹
共
に
徹
ア
戸
カ

p
性
な
る
も
の
最
4
生
活

持
鱒
捌
長
く
、
民
之
塩
酸
.
乳
酸
共
に
不
良
心
作
用
す
。

E
つ
苛
性
曹
建
‘
重
曹

ω切
き
ア
wr
ヵ
9
液
に
て
は
精
晶
蓮
動

ω活
漉
度
々
促
す

事
そ
観
綴
せ
り
。
叉
以
上
の
禁
物
に
付
き
運
動
血
管
瞬
間
的
じ
停
止
せ
し
む
る
膿
鹿
島
官
定
め
た
h
v
。
倫
ア
戸
カ
P
度
及
酸
度
の
測
定
を
も
試
み

た
り
。
最
適
濃
度
。
苛
性
曹
建

:
:
:
0
・0
0三
%

重
曹
・
・

:
:
0
・0
0三
%

(
以
下
情
行
中
の
賓
験
成
績
は
他
臼
章
表
す
る
こ
さ
ざ
す
べ
し
)

滋
賀
賑
甲
南
地
方
の
瀦
水
田
に
於
げ
る
水
稲
栽
培
ミ

風
化
凝
及
岩
施
用
之
の
閥
係
に
就
い
て
議
報
第
一
)

凝

灰

岩

利

用

史

椙

本

光

雄

醤
賞
穏
期

-'S方の
.
氷
圃
聞
に
鈴
げ
る
氷
讃
躍
虚
構
と
風
化
糠
茨
曹
穏
期
と
の
副
圃
聞
に
寓
い
て

一一二五


